
 

令和７年度 学校評価（目標設定） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 

学習指導 

１ 「キャリア教
育」の視点、「シ
チズンシップ教
育」の視点を踏ま
えて、教科横断的
な授業を定着させ
る。 

 
２ ＩＣＴの利活用
を推進する。 

1「防災教育」「心とか
らだ」「消費者教
育」「進路学習」に
ついて、教科横断
的、系統性のある３
年間の学習内容表を
作成する。 

 
２-① 生徒一人ひとり
が安全に留意しなが
らクロームブック等
を活用した学習経験
を積むことができ
る。 

 
 
２-② ＩＣＴ活用に関
する研修内容を活か
した授業実践例を増
やし、スキルを共有
できる仕組みづくり
を進める。 

1 グループでそれぞれの
テーマでの扱う学習内
容を検討する。学習内
容を扱う教科や学習場
面、時期等、細分化し
ながら整理する。  
 
 

２-① ＩＣＴ管理マニュ
アルに基づき、情報モラ
ル、情報リテラシーにつ
いての学習を行う。ま
た、ルールを守ってクロ
ームブックを活用できた
か、アンケート等により
確認する。 

２-② 実践形式の研修を
計画する。実践の好事例
を取り上げる等して、活
用イメージを共有できる
ように工夫する。教員対
象のアンケートにより、
実践状況や活用に向けた
意識の変容を確認する。 

 
 

１ テーマごとに教科横
断的かつ系統性のある
３年間の学習内容表を
作成させることができ
たか。 

 
 
 
２-① ルールやマナー
を守り、クロームブッ
ク等を使って学習する
ことができたか。 

 
 
 
 
２-② ＩＣＴ活用の実
践例を昨年度よりも増
やすことができたか。
また、スキル等を共有
できる仕組みを構築す
ることができたか。 

２ 

（幼児・

児童・） 

生徒指

導・支援 

１ 生徒個々の長
所、強みに着目す
る視点を重視し
て、実態を把握
し、ニーズに応じ
た指導、支援を行
う。 

 
２ 生命（いのち）
の安全教育を推進
し、生徒が安心し
て学べる環境をつ
くる。 

 
 
 
 
３ 生徒自らの安全
確保につながる意
識を育てる。 

１ アセスメントによ
る評価を活用し、合
理的な配慮がなされ
た学習活動を実践す
る。 

 
 
 
２ 自分自身を大事に
する授業内容の精選
やその検証を行う。
生徒が安心して学べ
る環境をつくる。 

 
 
 
 
３ 学校生活における
災害時の危険を知
り、危険を回避する
方法など、できるこ
とについて考え、家
庭でも活かせるよう
にする。 

 
 

１ 太田ステージの評価か
ら導き出される見立て方
や支援の方策例を学ぶ研
修を行う。アセスメント
結果から検討した合理的
配慮が学習活動に反映さ
れているか確認する。 

 
２ 交通安全、携帯電話、
サイバー犯罪、いのちの
授業等、「○○教室」の
内容の精選、検証を行
う。捜索や緊急下校等の
訓練を実施する。また学
校保健計画に基づき学校
保健を推進する。 

 

３ 揺れ、火災の疑似体験
をとおして、学校生活で
災害時の状態を想像でき
るようにする。また、危
険を回避する方法やその
時に自分ができることに
ついて考え、家庭ででき
る防災活動のきっかけと
する。 

 
 
 
 
 

１ アセスメント結果を
活用した学習活動が展
開できたか。 

 
 
 
 
 
２「○○教室」等の内容
精選や社会状況に沿っ
たものであるかの検証
ができたか。緊急時の
訓練を実施し教員の動
きを確認できたか。ま
た学校保健計画に基づ
き学校保健を推進でき
たか。 

３ 災害時に学校生活で
起こりうる状態を想像
することができたか。
災害時の危険や、それ
を回避する方法につい
て考えることができた
か。また、自分は何が
できるのかを考え、家
庭で話題にできたか。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 
進路指

導・支援 

１ 将来の充実した
生活を目指して、
生徒個々の発達段
階に応じた進路指
導、支援を行い、
希望する進路の実
現と定着支援を図
る。 

 

1 系統性のある３学年
分の「職業」年間指
導計画を作成し、３
年間を通した進路学
習が行えるようにす
る。 

1「職業」の教科で、進路
学習内容一覧を年間指導
計画に取り入れる。ま
た、進路校外学習との関
連性、教科横断的な進路
学習について検討し、次
年度の年間指導計画等に
反映できるよう整える。 

1 進路学習内容一覧を
活用した職業の年間指導
計画を作成、他の教科で
の反映に向けた検討がで
きたか。また、進路校外
学習についても系統性の
ある学習を踏まえた内容
になるよう検討すること
ができたか。 

４ 
地域等と

の協働 

１ 学校と地域が連
携・協働して、共
生社会の実現に向
けた活動を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 支援教育の充実
を目指し、センタ
ー的機能を発揮す
る。 

 
 
 
 
 
３ ホームページを
活用した情報発信
を充実させる。 

1-① 地域との結びつ
きを活かした活動を
通して、生徒が役割
意識や目標をもち、
主体的に取り組む姿
勢を育てる。 

 
1-② 避難訓練時の評
価者に助言をもらう
など、地域の方と連
携して防災教育に係
る活動を展開する。 

 
 
２ 学年・学部内に働
きかけを行い、ケー
ス会や医事相談等の
「相談」をより浸透
させる。また、巡回
相談の状況等、セン
ター的機能に関する
情報発信を行う。 

 
３ 保護者のニーズ調
査を活かした、見や
すいホームページ作
りを推進する。ま
た、ホームページ上
で一般向けのニーズ
調査を行う。 

1-① 作業学習や地域での
イベントにおいて、校外
や地域等の他者との関わ
りを意識できるような事
前事後学習を行う。振返
りにより、生徒の意識の
変容を把握する。 

1-② 地域の方に避難訓練
時の評価者役をお願い
し、アドバイスをいただ
く。避難所体験で、地域
の方と一緒にできる活動
を考える。 

 
２ 「相談の流れ（令和７
年度作成）」を参考に
「相談」についての呼び
かけを行う。また、セン
ター的機能について、役
割意識を職員間で共有し
たり、取組状況等をよこ
ひな通信で保護者等へ発
信したりする。 

３ ホーム画面の見出しを
整理する。二次元バーコ
ードについて通信に掲載
するなど、利用を推進し
情報の探しやすさにつな
げる。一般向けのニーズ
調査を行う。 

1-① 生徒が役割意識や
目標をもち、主体的に
地域の中での活動に取
り組むことができた
か。 

 
 
1-② 地域の方からの避
難訓練の評価やアドバ
イスをもとに、改善で
きたか。避難所体験
で、地域の方と生徒
が、より協力した活動
ができたか。 

２ 支援方法等につい
て、様々な規模でのケー
ス会や話し合いが行われ
たか。また、学校が担う
役割や巡回相談の状況
等、センター的機能に関
する情報発信を行うこと
ができたか。 
 
３ 見出しの整理をする
ことで見やすくなった
か。二次元バーコード
を利用し、情報の探し
やすさにつながった
か。ニーズ調査の結果
を改善につなげられた
か。 

５ 
学校管理 

学校運営 

１ 教職員の専門性
や人権意識、服務
規範意識の向上を
図る。 

 
２ 教職員の健康管
理を徹底する。 

 
 
 
 
 
３ 業務の効率化や
職場環境の整備と
促進を図る。 

１ 人権や不祥事防止
に関する意識の醸成
を図る。 

 
 
２ イエローカード受
領者への受診、スト
レスチェック等の受
検率を上げる。健康
管理に関する啓発資
料や情報を周知す
る。 

３ 業務の効率化に関
する提案と実践を進
め、ＩＣＴを活用し
た事例を収集し、実
践する。 

 

１ 人権研修や不祥事防止
研修をとおして、人権や
不祥事に関する意識の醸
成を図る。 

 
２ 健診結果を把握し、未
受診の教職員へ繰り返し
周知する。管理職や産業
医による面接を実施した
り、産業医の指導助言を
周知したりする。 

 
３ 職員から意見を聴取し
て課題を整理するととも
に改善策の提案をして実
行に結びつける。また、
ＩＣＴを活用した実践に
もつなげる。 

１ 研修後にアンケート
を取り、振り返ること
ができたか。また、研
修の方法を工夫できた
か。 

２ 教職員が受診するこ
とができたか。管理職
や産業医による面接、
産業医の指導助言資料
の周知を実施できた
か。 

 
３ 職員から意見を聴取
して課題を整理するこ
とや改善策の提案をす
ることができたか。Ｉ
ＣＴを活用した実践を
行うことができたか。 

 


